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研究成果概要 
 本研究は、KAGRA のオリジナル技術の１つである極低温鏡懸架システムの制御シス

テム開発に関するものである。極低温下で精度良く動作する、①アクチュエータ、②ロ

ーカル位置センサー、③傾き調整システム、④制御エレクトロニクスを確立し、KAGRA
で運用することを主目的としている。 
 H28 年度は、計画に従いアクチュエータコイルの開発を行った。まず、アクチュエー

タを構成するための磁石とコイルの相対位置および期待される力をシミュレーションと

実測で確認し、KAGRA の感度を汚さないような要求値を確立した。すでに製作もほぼ

完了し、最終確認の途上である。 
 また、極低温動作するローカル位置センサーを構成する LED と光検出器についても実

験を行い、常温から極低温まで特性変化の少ない光検出器を発見した。しかし、LED に

ついてはまだ特性評価が完了しておらず、引き続き検討を行っている。 
 最後に、制御エレクトロニクスについても検討を行い、KAGRA のデフォルトで用い

ているコイルドライバー・光検出器読み取り装置に微修正を加えることで、極低温セン

サー・アクチュエータにも導入できるようにした。 
 H29 年度に引き続きこれらセンサー・アクチュエータ系の試験を実施し、KAGRA の

極低温鏡懸架システムで運用を開始する予定である。 
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